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第
４
回
市
議
会
定
例
会
を　
１２

月
１
日
か
ら　

日
ま
で
の
日
程

１５

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
大
垣
市
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
を
先

議
し
、
市
長
か
ら
平
成　

年
度

２６

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
に
つ

い
て
提
案
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

８
日
に
は　

名
の
議
員
が
市

１１

政
運
営
に
関
す
る
一
般
質
問
を

行
い
（
２
〜
３
面
に
掲
載
）、　
１０

日
か
ら　

日
に
は
各
委
員
会
に

１２

お
い
て
付
託
議
案
の
審
査
を
慎

重
に
行
い
ま
し
た
。

　
　

日
の
最
終
日
に
は
、
各
委

１５
員
長
か
ら
審
査
結
果
の
報
告
を

行
い
、
市
長
提
出
議
案　

議
案

２３

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
市
長
提
出
議
案
に

対
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、

賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
議
員
提
出
議
案
の
意

見
書
４
議
案
を
可
決
し
、
閉
会

し
ま
し
た
。

①

�

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

　
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

◇
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
お
い
て
、
国
や
自
治
体
間
の
情
報

連
携
に
必
要
と
な
る
サ
ー
バ
ー
整
備
に
係
る
負
担
金
と
し
て
１

３
０
万
円
を
計
上
。

◇
平
成　

年
４
月
に
執
行
予
定
の
県
議
会
議
員
選
挙
及
び
市
議
会

２７

議
員
選
挙
の
事
務
費
１
９
５
０
万
円
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設
置
等
委
託
経
費
と
し
て
、
債
務
負
担
行
為

３
１
０
万
円
を
設
定
。

◇
平
成　

年
８
月
の
台
風　

号
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
上
石
津
町

２６

１１

上
多
良
地
内
の
河
川
水
路
２
カ
所
の
復
旧
費
用
と
し
て
１
０
２

０
万
円
を
計
上
。

【
病
院
事
業
会
計
】

◇
新
薬
に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
を
平
成　

年　

月
か
ら
開
始
し

２６

１０

た
こ
と
に
伴
い
、薬
品
費
と
し
て
９
億
８
８
０
０
万
円
を
計
上
。

◇
医
療
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
医
療
情
報
総
合
シ
ス
テ
ム
の

改
修
費
と
し
て
７
２
０
万
円
を
計
上
。

条
例
等

◇
大
垣
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
職

員
の
給
与
等
を
改
定
す
る
も
の
。

◇
大
垣
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

市
内
へ
の
移
住
を
促
進
す
る
た
め
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入

居
要
件
を
緩
和
す
る
等
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◇
大
垣
市
自
転
車
競
走
実
施
条
例
の
一
部
改
正

災
害
に
よ
り
大
垣
競
輪
場
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
等
に
、

他
の
競
輪
場
で
大
垣
競
輪
を
開
催
で
き
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

意
見
書

◇
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
関
わ
る
周
知
及
び
労
災
認
定
基
準
の
改

正
な
ど
を
要
請
す
る
意
見
書

◇
平
成　

年
度
予
算
（
介
護
・
子
ど
も
）
の
充
実
・
強
化
を
求
め

２７

る
意
見
書

◇
地
域
の
中
小
企
業
振
興
策
を
求
め
る
意
見
書

◇
米
の
需
給
・
価
格
安
定
対
策
及
び
需
要
拡
大
を
求
め
る
意
見
書

城下町おおがき新春マラソン大会２０１５（１月３日）

定 例 会 日 程定 例 会 日 程
１２月１日　本会議（提案説明）

　　８日　本会議（一般質問）

　　１０日　子育て支援日本一対策委員会

　　　　　市民病院に関する委員会

　　１１日　建設環境委員会、経済産業委員会

　　１２日　文教厚生委員会、企画総務委員会

　　１５日　議会運営委員会、本会議
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質
問：

私
た
ち
自
民
ク
ラ
ブ
は

平
成　

年
度
の
予
算
要
望
に
お

２７

い
て
、
市
長
に
小
中
学
校
の
全

教
室
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
強

く
要
望
し
た
。

　

し
か
し
、
限
ら
れ
た
予
算
で

あ
る
た
め
、
高
校
受
験
を
直
前

に
控
え
た
生
徒
た
ち
が
学
習
に

集
中
で
き
る
よ
う
中
学
校
を
先

に
設
置
し
、そ
の
後
、小
学
校
に

設
置
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

答
弁：

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
電
力
不

足
の
課
題
も
あ
る
が
、
夏
季
に

お
い
て
、
集
中
し
て
学
習
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
、
自
民
ク
ラ
ブ

の
ご
要
望
に
応
じ
、
新
年
度
か

ら
中
学
校
の
普
通
教
室
等
に
整

備
し
て
い
く
。

市
内
小
中
学
校
の
設
備
〜
エ

ア
コ
ン
〜
の
設
置
に
つ
い
て

山
口　

和
昭

　

な
お
、
小
学
校
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て
は
、
平
成　
２８

年
度
以
降
、
普
通
交
付
税
の
合

併
算
定
替
特
例
の
縮
小
、
廃
止

及
び
社
会
保
障
費
の
動
向
な

ど
、
市
の
財
政
状
況
が
厳
し
く

な
る
中
、
中
学
校
を
検
証
後
、

熟
慮
し
て
い
く
。

 
質
問：

子
育
て
し
や
す
い
、
働

き
や
す
い
社
会
に
す
る
た
め

個
々
の
家
庭
の
状
況
を
踏
ま
え

た
上
で
、
適
切
な
支
援
が
必
要

と
考
え
る
。
例
え
ば
、
０
歳
児

保
育
に
つ
い
て
は
西
保
育
園
、

青
墓
幼
保
園
に
も
計
画
を
す
る

な
ど
、
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な

る
充
実
や
質
の
向
上
を
望
む
。

答
弁：

本
市
で
は
、
子
ど
も
が

健
や
か
に
育
ち
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、

様
々
な
子
育
て
支
援
施
策
を
推

進
し
て
い
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
が
平
成　
２７

年
４
月
か
ら
始
ま
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

も
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
大

垣
市
第
二
次
子
育
て
支
援
計
画

を
策
定
中
で
、
こ
の
計
画
で

は
、
保
育
園
や
幼
稚
園
等
の
教

育
・
保
育
の
ニ
ー
ズ
、
一
時
預

か
り
や
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

な
ど
の
地
域
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
の
利
用
希
望
を
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
し
て
把
握

し
、
支
援
の
量
の
確
保
と
保
育

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

富
田　

三
郎

の
質
の
向
上
、
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
地
域
バ
ラ

ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
策
定
を
進

め
て
い
る
。

　

今
後
も
市
民
の
声
を
お
聞
き

し
な
が
ら
更
な
る
充
実
に
努
め

て
い
く
。

 
質
問：

国
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
案
で
は
、
地
方
創

生
の
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指

し
、
５
年
間
の
総
合
戦
略
を
策

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
本
市
の
第
五
次
総
合
計
画

や
年
次
計
画
と
の
整
合
性
及
び

企
業
誘
致
・
中
小
地
場
産
業
育

成
・
雇
用
の
安
定
化
・
地
域
活

性
化
の
推
進
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答
弁：
本
市
で
は
、
大
垣
市
第

五
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
、

雇
用
戦
略
指
針
、
観
光
戦
略
指

針
、
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
各
種
施
策
を
推
進

し
、
産
業
の
振
興
や
就
労
支
援

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
産
業

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
産
業
振
興
指
針
を
策
定
中
で

あ
り
、
引
き
続
き
、
販
路
拡
大
、

人
材
の
確
保
・
育
成
等
の
中
小

企
業
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
市
内
企
業
の
競
争
力
強

化
、
企
業
立
地
の
推
進
に
努
め

て
い
く
。

地
方
創
生
と
大
垣
市
の
未
来

に
つ
い
て

横
山　

幸
司

　

誘
客
促
進
で
は
、
観
光
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
観
光
ツ
ア
ー
商

品
化
の
促
進
、
海
外
観
光
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な
ど
国

内
外
の
観
光
客
獲
得
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

本
市
は
こ
れ
ま
で
も
製
造
業

を
中
心
に
産
業
都
市
と
し
て
発

展
し
て
き
た
の
で
、
今
後
も
、

産
業
の
振
興
や
企
業
誘
致
な
ど

を
進
め
、
活
力
あ
る
大
垣
市
を

目
指
し
た
い
。

 
質
問：

本
市
で
は
子
育
て
日
本

一
を
掲
げ
て
、
住
む
な
ら
大
垣

市
と
若
い
世
代
に
広
く
呼
び
か

け
て
い
る
。
若
い
世
代
の
ニ
ー

ズ
は
多
様
化
し
て
お
り
、
豊
か

な
自
然
や
健
康
、
安
全
を
求
め

て
里
山
地
域
で
の
居
住
を
望
む

人
々
も
近
年
着
実
に
増
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
若
い
世
代
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
た
め
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
用
賃
貸

住
宅
の
建
設
を
提
案
す
る
。

答
弁：

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で

東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
で
の
移

住
相
談
会
や
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
な
ど
を
活
用
し
、
高
校
生
世

代
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
や
、

美
し
い
里
山
に
囲
ま
れ
た
上
石

津
地
域
の
魅
力
な
ど
を
発
信
す

る
ほ
か
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
連

携
し
、
自
然
豊
か
な
環
境
の
中

で
子
育
て
を
希
望
さ
れ
る
方
な

里
山
の
魅
力
に
囲
ま
れ
た
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
用
賃

貸
住
宅
の
建
設
を田

中　

孝
典

ど
を
対
象
と
し
た
魅
力
体
験
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

上
石
津
地
域
へ
の
移
住
希
望
者

の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
中

堅
所
得
者
用
の
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
、
一
之
瀬
住
宅
の
入
居
要

件
を
緩
和
し
、
市
外
か
ら
移
住

さ
れ
る
方
も
入
居
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
用

賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
移
住

希
望
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
行
い

な
が
ら
、
定
住
促
進
策
と
し
て

研
究
し
て
い
く
。

  
質
問：

広
島
の
豪
雨
災
害
、
御

嶽
山
の
噴
火
、
長
野
県
北
部
地

震
と
今
年
も
多
く
の
災
害
が
発

生
し
た
。
本
市
も
い
つ
大
き
な

災
害
に
見
舞
わ
れ
る
か
わ
か
ら

な
い
。
そ
の
時
に
は
避
難
所
や

救
助
復
旧
作
業
に
必
要
な
資
機

材
の
調
達
な
ど
に
は
地
元
企
業

の
協
力
は
欠
か
せ
な
い
が
、
現

在
の
地
元
企
業
や
商
店
等
と
の

災
害
協
定
の
状
況
は
。

答
弁：

本
市
で
は
、
大
規
模
災

害
に
対
応
す
る
た
め
、
物
資
等

中津川市Ｕ・Ｉターン者用
賃貸住宅

防
災
に
関
し
、
地
域
と
企
業

等
と
の
連
携
に
つ
い
て

野
田　

の
り
お

の
調
達
に
関
す
る
協
定
を
民
間

企
業
等　

団
体
と
、
災
害
時
相

１１

互
応
援
協
定
を　

都
市
と
、
さ

１０

ら
に
避
難
所
や
応
急
復
旧
に
関

す
る
協
定
な
ど
、
現
在
１
１
３

の
協
定
・
覚
書
等
を
締
結
し
て

い
る
。
ま
た
、
大
垣
市
災
害
時

等
協
力
事
業
所
と
し
て　

の
市

２９

内
事
業
所
に
登
録
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
大
き
な
敷
地
面
積
を

必
要
と
す
る
広
域
避
難
場
所
に

つ
い
て
は
、
市
内
の
大
規
模
商

業
施
設
駐
車
場
４
カ
所
を
指
定

し
て
い
る
。こ
の
ほ
か
、地
域
の

自
主
防
災
組
織
で
は
地
元
企
業

の
駐
車
場
な
ど
を
一
時
避
難
場

所
と
し
て
協
力
を
依
頼
し
、
選

定
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　

今
後
も
様
々
な
分
野
で
地
元

企
業
と
の
連
携
を
図
り
、
協
定

の
拡
充
な
ど
地
域
の
防
災
力
の

向
上
に
努
め
て
い
く
。

 
質
問：

成
熟
社
会
に
入
り
、
経

済
的
ま
た
は
女
性
の
社
会
進
出

と
い
う
側
面
か
ら
も
共
働
き
世

帯
が
増
え
て
い
る
。
働
く
親
に

と
っ
て
、
仕
事
と
育
児
の
両
立

支
援
は
大
き
な
願
い
で
あ
り
、

脱
少
子
化
に
も
繋
が
る
重
要
な

課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
企
業
を

盛
り
立
て
、
仕
事
と
育
児
の
両

立
を
さ
ら
に
支
援
す
る
に
は
新

た
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
今
後
の
市
の
方
針
を

問
う
。

働
く
親
の
仕
事
と
育
児
の
両

立
支
援
に
つ
い
て長谷

川
つ
よ
し

②

一一
般般
質質
問問

一
般
質
問

一
般
質
問

　

月
８
日
に
一
般
質
問
を

１２行
い
ま
し
た

エアコンの設置例
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答
弁：

本
市
で
は
乳
児
保
育
や

延
長
保
育
、
一
時
保
育
や
病
児

保
育
な
ど
多
様
な
事
業
を
実
施

し
、
働
く
保
護
者
の
仕
事
と
育

児
の
両
立
支
援
に
努
め
て
い

る
。

　

企
業
へ
の
働
き
か
け
で
は
、

育
児
休
業
や
両
立
支
援
等
助
成

金
な
ど
の
国
の
制
度
や
、
県
、

市
の
子
育
て
支
援
施
策
の
周
知

を
図
る
た
め
の
個
別
訪
問
や
、

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立

等
を
推
進
す
る
事
業
所
を
表
彰

し
て
い
る
。

　

現
在
策
定
中
の
大
垣
市
第
二

次
子
育
て
支
援
計
画
で
も
子
育

て
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
目
標
と
し
、
職

業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
等

を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー

を
、
企
業
等
と
協
力
し
開
催
す

る
な
ど
、
啓
発
活
動
に
努
め
る

と
と
も
に
、
事
業
所
内
保
育
施

設
の
整
備
促
進
や
職
場
に
お
け

る
母
性
保
護
の
推
進
、
再
就
職

等
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
る
。

  
働く女性のためのセミナー代

筆
・
代
読
の
充
実
に
つ
い

て

中
田　

ゆ
み
こ

質
問：

視
覚
障
が
い
、
視
力
の

低
下
し
た
高
齢
者
な
ど
の
日
常

生
活
に
お
い
て
、
代
筆
・
代
読

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
自
治
体
が
増

え
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
問
題
等
も
あ
る
た

め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、

市
と
し
て
専
門
の
支
援
員
を
養

成
し
、
代
筆
・
代
読
支
援
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答
弁：

現
在
、
障
が
い
者
へ
の

支
援
と
し
て
、
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
一
部
と
し
て
、
自
宅
に

届
い
た
郵
便
物
等
の
代
読
や
、

書
類
の
代
筆
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、特
に
、視
覚
障
が
い
者
の
方

に
つ
い
て
は
、
同
行
援
護
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
外
出
先
で
の
代

筆
・
代
読
を
支
援
す
る
ほ
か
、活

字
文
書
読
み
上
げ
装
置
な
ど
、

日
常
生
活
を
容
易
に
す
る
た
め

の
用
具
も
給
付
し
て
い
る
。

　

一
方
、
高
齢
者
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く

サ
ー
ビ
ス
は
な
い
が
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
や
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
が

自
宅
を
訪
問
し
た
際
に
、
必
要

に
応
じ
て
代
筆
や
代
読
を
行
っ

て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
、
何
よ

り
も
市
民
の
支
援
が
必
要
に
な

る
た
め
、
代
筆
・
代
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
障
が
い
者
な
ど
に
対

す
る
理
解
の
啓
発
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

読
み
書
き
代
行
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
や
代
筆
を
行
う
書

類
の
制
限
な
ど
の
課
題
も
あ
る

が
、
今
後
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問：

本
市
の
小
中
学
校
の
エ

ア
コ
ン
の
設
置
率
は　

・
８
％

１０

で
、
関
市　

・
７
％
、
美
濃
加

６７

茂
市　

・
８
％
、
海
津
市　

・

６２

６４

４
％
、
岐
南
町　

・
２
％
で
県

９０

下
最
低
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
温
暖

化
や
全
家
庭
へ
の
普
及
状
況
か

ら
も
効
率
的
で
快
適
な
学
習
環

境
の
た
め
早
期
設
置
を
要
望
す

る
。
ま
た
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や

上
下
水
道
の
改
修
等
も
遅
れ
て

い
る
た
め
、
早
期
対
策
を
要
望

す
る
。

答
弁：

学
校
施
設
や
設
備
の
改

修
・
新
設
に
つ
い
て
は
内
外
装

や
ト
イ
レ
設
備
の
老
朽
化
な
ど

改
修
が
必
要
な
施
設
が
多
く
あ

り
、
外
壁
の
落
下
等
、
危
険
度

の
高
い
項
目
に
つ
い
て
は
、
定

期
的
に
保
守
点
検
を
行
い
、
計

画
的
な
施
設
整
備
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置

に
つ
い
て
は
既
に
答
弁
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
新
年
度

か
ら
中
学
校
の
普
通
教
室
等
に

整
備
し
て
い
く
。

　

今
後
も
、
財
政
状
況
や
国
の

整
備
方
針
を
勘
案
し
な
が
ら
、

学
校
施
設
の
整
備
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

 
小
中
学
校
の
ハ
ー
ド
面
の
改

善
に
つ
い
て

岡
田　

ま
さ
あ
き

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

粥
川
加
奈
子

質
問：

現
在
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
て
い
る
施
設
は　
７７

カ
所
あ
る
が
、
特
定
指
定
、
公

募
、
直
営
な
ど
現
在
の
指
定
・

運
営
方
法
で
い
い
の
か
検
証
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
評
価
委
員
４

人
で
は
十
分
な
評
価
が
で
き
な

い
た
め
増
員
し
、
施
設
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
公

開
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
実
施

さ
れ
た
い
。

答
弁：

指
定
管
理
予
定
候
補
者

の
募
集
に
つ
い
て
は
、
原
則
公

募
に
よ
り
募
集
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
入
所
及
び
指
導
・
訓

練
施
設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係

施
設
等
に
つ
い
て
は
、
特
定
指

定
と
し
て
い
る
。
制
度
導
入
済

み
施
設
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
、

指
定
期
間
の
終
了
ま
で
に
、
継

続
か
否
か
の
確
認
を
行
っ
て
い

る
。

　

新
た
な
施
設
へ
の
導
入
は
、

効
率
的
な
管
理
運
営
や
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
効
果
が
見
込
ま
れ

る
場
合
に
制
度
を
導
入
し
て
い

る
。

　

評
価
委
員
に
つ
い
て
は
、
施

設
内
容
を
熟
知
し
、
評
価
経
験

豊
富
で
専
門
分
野
の
異
な
る
４

名
の
学
識
経
験
者
に
お
願
い
し

て
お
り
、
一
定
の
評
価
基
準
に

基
づ
き
、
統
一
的
な
評
価
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
対
象
施
設
の

現
地
確
認
を
順
次
、
行
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
公
表
と

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
各
施
設
に
お
い
て
、
指
定

管
理
者
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
結
果

に
基
づ
き
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
施
設
運
営
の
改
善
等
に
つ
な

が
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

 
質
問：

市
民
の
足
を
守
る
地
域

交
通
は
高
齢
化
と
と
も
に
ま
す

ま
す
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
、
利
用
者
は
増
え
ず
経
営
的

に
厳
し
い
状
態
で
あ
る
。
地
域

交
通
は
住
民
の
福
祉
・
教
育
・

観
光
・
商
工
業
等
ま
ち
づ
く
り

の
土
台
で
あ
る
。
本
市
の
現
状

を
見
直
し
、
市
民
参
加
の
も
と

総
合
交
通
政
策
の
策
定
を
求
め

る
。

答
弁：

地
域
公
共
交
通
は
、
地

域
住
民
や
来
訪
者
の
移
動
手
段

の
確
保
と
と
も
に
、
安
全
・
安

心
な
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

ま
ち
づ
く
り
、
観
光
振
興
等
と

の
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
市
民
生
活

に
必
要
不
可
欠
な
交
通
手
段
の

確
保
は
、
大
切
で
あ
る
た
め
、

自
主
運
行
バ
ス
の
利
用
状
況
に

合
わ
せ
た
路
線
や
運
行
時
刻
の

見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
地
方

鉄
道
に
つ
い
て
も
沿
線
市
町
と

協
議
会
を
設
置
し
、
利
用
促
進

策
や
支
援
に
つ
い
て
、
情
報
共

有
し
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　

将
来
に
わ
た
り
、
公
共
交
通

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
今

大
垣
市
の
地
域
交
通
政
策
に

つ
い
て

笹
田　

ト
ヨ
子

後
、
国
の
交
通
政
策
基
本
計
画

な
ど
を
注
視
し
、
引
き
続
き
研

究
し
て
い
く
。

 
質
問：

予
算
に
は
限
り
が
あ
る

た
め
、
公
共
工
事
着
手
順
位
の

公
平
・
公
正
性
に
つ
い
て
は
、

公
共
性
の
高
い
箇
所
・
物
か
ら

の
着
手
が
当
然
で
あ
る
。
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
工
事
が
や

ら
れ
ず
に
後
と
な
り
、
急
が
な

く
て
も
良
い
舗
装
工
事
な
ど
が

時
々
見
受
け
ら
れ
る
。
特
に
選

挙
の
あ
る
前
年
度
に
行
わ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
恒
例
の
事
で
問

題
で
あ
り
、
善
処
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

答
弁：

市
道
に
は
生
活
道
路
が

多
く
、
安
全
で
快
適
な
通
行
の

確
保
の
た
め
、
適
正
な
維
持
管

理
に
努
め
て
い
る
。
道
路
舗
装

に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ
る
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
の
皆
様

の
御
要
望
と
情
報
を
確
認
し
、

現
地
を
確
認
し
、
総
合
的
に
判

断
し
た
上
で
計
画
的
に
実
施
し

て
い
る
。

　

そ
の
他
の
道
路
施
設
の
修
繕

や
改
修
工
事
も
同
様
に
、
効
果

的
な
道
路
整
備
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
る
。
今
後
も
安
全
で
快

適
に
通
行
で
き
る
よ
う
計
画
的

に
道
路
整
備
に
努
め
て
い
く
。

 
選
挙
前
、
不
要
不
急
公
共
工

事
に
つ
い
て

富
田
せ
い
じ

③
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い
じ

富
田　

三
郎

笹
田
ト
ヨ
子

長
谷
川
つ
よ
し

野
田
の
り
お

岡
田
ま
さ
あ
き

粥
川
加
奈
子

鈴
木　

陸
平

丸
山　

新
吾

中
田
ゆ
み
こ

横
山　

幸
司

山
口　

和
昭

田
中　

孝
典

小
川　

文
康

石
田　
　

仁

林　

新
太
郎
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と
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×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定について（川並地区センター）議第１０１号
×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定について（中川地区センター）議第１０２号
×除○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定について（青墓地区センター）議第１０３号
×○○○○○○○○○○○○○除○○○○○○○可決指定管理者の指定について（青年の家）議第１０４号
×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定について（職業訓練センター）議第１０５号
○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決地域の中小企業振興策を求める意見書市議第１５号
○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決米の需給・価格安定対策及び需要拡大を求める意見書市議第１６号

○=賛成、×=反対、除=除斥、－=退席　　　　　　　議長は採決に加わらないため、斜線としています。
除斥…議会における審議を公正なものとするため、一定の利害関係がある議員はその議案の審議に参加できないこと

意見書　第４回定例会で可決された主な意見書は次のとおりです。
　意見書は、国会をはじめ、内閣総理大臣及び関係各大臣等に送付し、実現を要望しました。

平成２７年度予算（介護・子ども）の充実・強化を求める意見書
　介護保険制度については、保険給付として要支援１と２の高齢者に提供されてきた訪問
介護と通所介護が、平成２７年４月から３年間かけて市町村事業への移行が進められる。こ
の見直しについては、多くの関係者及び関係者団体からは、地域資源や財政基盤による「地
域間格差の拡大」や必要なサービスが提供されないことによる「要支援者の介護の重度化」
及び「介護労働者の処遇低下」などに関する不安が指摘されてきた。
　こうした不安が現実のものにならないための施策の実施については、国会議論における
厚生労働大臣答弁や、法案採択にあたっての参議院厚生労働委員会における附帯決議とし
て採択されたところである。
　平成２７年４月から本格実施が予定されている子ども・子育て支援新制度については、必
要な予算が確保されていないことから、保育の質の改善策として実施が予定されている保
育士の配置基準の見直しや処遇改善及び放課後児童クラブや児童養護施設等の改善が十分
に進んでいない。
　よって、介護保険制度については、地域間格差やサービス低下及び福祉労働者の処遇低
下を招くことなく、制度の充実を図るとともに、子ども・子育て支援新制度については、
保育の質を改善するために、次の対策を求める。
１．介護保険制度改正によって保険給付から市町村事業に移行された訪問介護と通所介護
については、地域間格差やサービス低下及び福祉労働者の処遇低下を招かないために必
要な予算を確保すること。

２．子ども・子育て支援新制度の本格実施に必要とされる約１兆円の財源を確実に確保す
ること。

３．介護労働者及び保育士などの福祉人材の確保と処遇改善を進めるための予算を確保す
ること。

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出する。
　平成２６年１２月１５日 大　垣　市　議　会

地域の中小企業振興策を求める意見書
　本年の円相場は、１ドル＝１００円前後で推移してきたが、８月以降急速に円安が進行し、
１１月中旬には１１５円台の水準を記録している。
　このところの過度な円安によって、多くを輸入に頼るエネルギー、資源、食料品など幅広
い分野で価格が押し上げられ、中小企業の経営が悪化するなど深刻な影響が懸念される。
　生産拠点の海外移転などで為替変動の影響を吸収できる大企業と違い、中小企業の多く
の経営現場は国内が中心である。そのような中小企業の強固な経営基盤があるからこそ、
多くの国内雇用が守られているといえる。また、中小企業はコスト増を販売価格に転嫁す
ることが難しいことから、利益を削らざるを得ず、企業努力の範疇を超えた厳しい事業環
境に陥っていると考えられる。
　このような過度な円安状況に対しては、政府・日銀が協調して為替の安定に努めること
が重要であるとともに、政府・与党が目指す地方創生を進めるためには、地域経済と雇用
を支えている中小企業の活性化策や振興策が欠かせない。
　よって、政府においては、地域の中小企業を守る次の振興策を強力に推進するよう求める。
１．中小・小規模事業者が持つ技術・アイデアを製品化し、販路開拓まで一貫支援するた
め、地域の公設試験場等と連携した研究開発、中小企業基盤整備機構等と連携した販路
開拓など、切れ目のない支援体制を構築すること。

２．中小企業需要創生法によって、地域産業資源を活用した事業活動を支援するため、消
費者ニーズに沿った「ふるさと名物」の開発・販路開拓支援を通し、都市部や海外の需
要を大きく取り込むなど、地域発のビジネスモデル構築に向けた積極的な支援を展開す
ること。

３．地域の中小企業と人材をマッチングさせる地域人材バンクの創設など人手不足の抜本
的解消のための対策を講じること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　平成２６年１２月１５日 大　垣　市　議　会

本会議の傍聴については議会事務局までお問い合わせ下さい。（電話：４７－８０７３）

功績をたたえ、総務大臣感謝状を伝達

　去る１２月１日、定例会の
開会前に都道府県議会議
員及び市区町村議会議員
総務大臣感謝状の伝達が
あり、高橋議長から感謝状
が手渡されました。

◇地方議会の議員として３５年以上
　　高畑　正　議員
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行政視察報告
議会運営委員会　　　　　　　　　　市民病院に関する委員会
平成２６年１０月１５日～１７日　　　　　　平成２６年１１月５日～６日
福島県福島市・埼玉県上尾市　　　　石川県金沢市　石川県立中央病院
千葉県佐倉市　　　　　　　　　　　福井県福井市　福井県立病院
（議会運営について）　　　　　　　（病院経営等について）
建設環境委員会
平成２６年１０月２８日～３０日
宮城県松島町（東日本大震災における被害状況と復興現状について）
福島県郡山市（シティプロモーション推進事業等について）
埼玉県久喜市（液状化対策事業について）
文教厚生委員会
平成２６年１０月２８日～３０日
青森県弘前市（健康福祉改革プロジェ
クトについて）
秋田県大館市（学力向上の取り組み・
大館樹海ドームについて）
秋田県秋田市（エイジフレンドリーシ
ティ構想について）
子育て支援日本一対策委員会
平成２６年１１月６日～７日
東京都東村山市（子育て総合支援センター「ころころの森」について）
千葉県習志野市（東習志野こども園について）
千葉県船橋市（児童ホームについて）

大館樹海ドーム


